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あ の 人 は 今

1998年度卒（磐田2期生）
山田 典嗣さん

静岡産業大学から羽ばたいた「あの人の“今”」を紹介します

1999年3月に静岡産業大学の経営学部を卒業した山田典嗣
さんは、磐田キャンパスの2期生です。卒業後は、静岡県磐田市
にある『株式会社大進堂』に入社し、現在勤続26年目を迎えて
います。『株式会社大進堂』は大正元年創業の印刷会社です
が、現在ではWeb関連事業や映像制作なども手がける会社に
なっています。その会社の営業職をされている山田さんは、母
校である静岡産業大学に加えて、磐田市内の飲食店、信用金
庫、商工会議所、そして皆様がよく知る大手企業など、多岐にわ
たる得意先をもっています。また、磐田駅前で行われている軽
トラ市の実行委員としても活動し、地域イベントにも積極的に
関わっています。
山田さんの「ものづくり」への情熱は、学生時代に育まれまし
た。在学中は、大学祭実行委員会の広報としてパンフレットや
ポスターを作成し、スポンサー集めにも取り組んでいました。
現在の仕事で、名刺やパンフレット、ポスター、動画、Webな
ど、クライアントが必要とする情報発信の提案に全力を注げる
のは、この学生時代の貴重な経験があるからです。「情報発信
の基礎を学生時代に学んだことが、現在の職業に大いに役
立っている。」と、山田さんは言います。この仕事を通じて母校
との繋がりを強く感じることも、大きな喜びの1つだそうです。
山田さんに今後の目標を尋ねたら、「今、目の前にあること

を一生懸命やるだけです！」と、シンプルに答えてくれました。
「目標に向かって努力することだけがすべてではない」という
山田さんの言葉には、強い信念が感じられました。「価格だけ
でははかれない価値がありますので、印刷、広告、情報発信の
ことなら、ぜひ大進堂をご利用ください！」と山田さん。その力
強い言葉には、ご自身の仕事に対する誇りと、顧客一人ひとり
に対する深い敬意が感じられます。山田さんの温かい人柄と
地域への愛情が伝わってくるインタビューでした。山田さん、
ありがとうございます。山田さんの、益々のご活躍を心よりお祈
り申し上げます。

2001年度卒（藤枝1期生）
布施  敦さん

2002年3月に静岡産業大学の国際情報学部を卒業した布施
敦さんは、藤枝キャンパスの1期生です。2022年に、静岡県牧之
原市でペット訪問火葬サービスの『ペットメモリアル ドマーニ』
を立ち上げ、現在に至ります。布施さんは、2020年に大動脈解
離という急速に死をもたらす病を患いました。当時はコロナ禍
のため、家族のお見舞いもない静かな病室で、「死」について深
く考えるようになりました。そんな中、偶然にもペット火葬の現
状を知り、「ペットは家族」という考え方が広まっているのにもか
かわらず、法律や設備が追いついていないことに愕然としたと
言います。そこで、ペットとの最後の別れを「より良いもの」にす
ることに貢献したいと思い立ち、移動火葬炉を使用したペット
訪問火葬サービスを始められました。屋号につけた「ドマーニ」
は、イタリア語で「明日」を意味しています。大切なペットを喪っ
た今日よりも、「明日は良い日になりますように」という布施さん
の優しい気持ちが込められています。
布施さんの仕事は、単にペットを火葬する作業ではないと言
います。遺されたご家族様に寄り添い、温かな旅立ちをサポー
トすることでペットとの絆を感じてもらい、「最後のありがとう」
を伝えるお手伝いをすることだと布施さんは考えています。訪
問火葬という業態にしたのも、「大切なペットとの最後の時間
を、ご自宅でゆっくりと過ごせるように」という優しい心遣いから
でした。今後は、ペットの終活に関する理解を深め、「ペットのエ
ンディングノート」を作り、それを広めていくことで、昨今問題視
されているペットロスの軽減やペットとの絆をより深めてもらう
手段として使っていただきたいと考えています。
藤枝キャンパスの1期生として、サークルや部活などを自分た

ちで作り、何事も先駆けにならなければならないという環境で
培ってきたチャレンジ精神と、ペットと飼い主の最後のお別れ
をより良いものにしたいという志で新たな道を切り開く布施さ
んのインタビューでした。布施さん、ありがとうございます。布施
さんの、益々のご活躍を心よりお祈り申し上げます。

https://pm-domani.com/https://taishindo.co.jp/

『株式会社大進堂』は、企画・デザイン・総合印刷・WEBサ
イト・ドローン撮影・映像制作などの様々な方法を駆使し
て、お客さまの「伝える」をお手伝いしています。ご用命の
際は、ぜひ山田さんをご指名ください（笑）

『ペットメモリアル ドマーニ』は、静岡県内全域でペットの
訪問火葬を提供しています。静岡産業大学にご縁のある
方には、ささやかな特典を考えております。是非、お申し
付けください。



静岡産業大学は1994年に開学し、経営学部がスタートしました。1998年には国際情
報学部、2005年には情報学部、2021年にはスポーツ科学部を開設し、これまでに
15,000人を超える卒業生が巣立ち、県内ばかりでなく、国内や海外でも活躍しています。
本年度は、開学30周年を記念した事業を、年間を通して実施しています。5月5日に
は女子サッカー部の学生が活躍しているSSUボニータの試合を本学マッチデーとし
て実施し、6月22日にはジュビロ磐田の試合を本学マッチデーとして実施しました。今
後は、記念講演や記念式典を開催し、記念誌の発行を行うことにしています。また、こ
れまで1,300人の留学生が本学で学び、日本国内だけでなく、中国、インドネシアなど
で活躍していますので、私たちが中国とインドネシアを訪れて同窓会を開くことも計
画しています。開学30周年記念事業に、多くの皆様が参加していただけるよう、今後も
ご案内をさせていただきます。

静岡産業大学は、「豊かな教養、高潔な倫理観、人間愛、社会に対する広い貢献意識を備えた職業人、社会の
リーダーの育成に努め、21世紀の産業社会と国際社会の求める専門的職業教育を推進することに徹する」と理
念に謳っています。科学技術や通信技術の高度な発達により、経済、環境、紛争など世界的視野を持って対応し
ていかなければならないことが増えています。多様な暮らし方や考え方を持っている人たちが、お互いに満足で
きる社会を作っていくことが求められています。このような中では、豊かな教養、高潔な倫理観、人間愛、高い貢
献意識が強く求められます。静岡産業大学で学んだ多くの卒業生も、それぞれの社会の中で中心となって活躍す
る年代となっています。大いに期待をしているところであります。
静岡産業大学では、毎年500人近くの新入生を迎えます。学生たちには、静岡産業大学での4年間に、いくつも
の「良かった」を感じてもらいたいと思います。尊敬できる先生に出会えた時、生涯の親友となる仲間を得た時、
夢中で勉強している中で一回り大きくなった自分に気が付いた時、実力が発揮できる企業などに就職が決まっ
た時など、静岡産業大学で多くの「良かった」をつかみ取ってもらいたいと思います。
そして、静岡産業大学の教育の柱は、実学教育です。産業界や地域社会と産官学連携プロジェクトが数多く実
施され、学生たちは生きた社会の中で学んでいます。DXが進む中で、データサイエンス教育にも力を入れてい
ます。情報機器を自在に使いこなし、多様で予測できないこれからの社会に必要とされる「価値あるもの」を創り
出す若者を今後も育成し、実社会に送り出していくことにしています。皆様には、そんな学生たちの応援をしてい
ただくようお願いをいたします。
最後に、皆様には大学に気軽に遊びに来ていただきたいと思います。仕事で懸案事
項の解決を考えている時、何か新しい事業に挑戦したいと考えている時、学生たちと
一緒に何かしたい時など、声をかけてください。静岡産業大学には、基礎学問から応
用分野まで60人以上の専門分野に秀でた教員がいます。教員は教育のプロでもあり、
一流の研究者でもあります。また、静岡産業大学には産業界と太いパイプがあります。
大学だけで解決できないような場合には、教職員の人脈や知り合いの企業などにも
連絡し、お役に立つことができると考えます。皆様と、お会いできる日を楽しみにして
います。

静岡産業大学からの手紙

静岡産業大学では、「教育・研究活動の支援」や「学生の修学支援」、「キャンパス設備の充実」のために、
寄付金制度を設けております。皆様からのご寄付をお待ちしております。

《ご寄付の金額》　個人 ： 5,000円以上 ・ 法人 ： 10,000円以上

詳しくは、静岡産業大学HPをご確認ください。https://www.ssu.ac.jp/guide/donation/

ご 寄 付 の お 願 い

静岡産業大学の教職員から届く“愛の手紙”
今回は、堀川知廣先生からお手紙が届きました

堀川 知廣 先生
静岡産業大学 学長

日頃より、本会の活動への格別のご理解とご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。
本会は、2019年5月25日に母校の開学25周年を記念して新たに設立いたしました。これまで
の磐田キャンパス同窓会・藤枝キャンパス同窓会といった組織の在り方を改め、キャンパス間の
垣根を超えた新たな組織として活動しております。

設立当初は、これまでの両キャンパス同窓会の活動を互いに理解することに努め、新規事業と
継続事業を検討し、スケールメリットを活かした事業にも着手する順調な滑り出しでした。しか
しながら、新型コロナウィルスの影響もあり、その後は満足のいく活動をすることができず、私自
身も悶々とした気持ちを抱いておりました。
設立以来、本会では「会員相互の親睦を図り、母校の発展に貢献する」ことを活動の目的に掲げ
ております。この会員相互の親睦を図る上で、皆様方と本会との絆の証となるものが必要だと
常々考えておりました。そこで、本会設立5周年を機に、会報誌を創刊することといたしました。

会報誌のタイトルは、『SSU&I』です。卒業から幾年もの年月が経過しても、私たちの学歴が変
わるわけではありません。私を含め、皆様方にとりましても、母校で過ごした時間は不変でありま

す。良い思い出も良くない思い出も、楽しかった時間も辛かった時間も、全て皆様方と母校が何かの縁あって出会ったから
こそ創出された時間です。その切っても切り離すことができない関係性を表現したいと思い、『SSU&I』と名付けました。
この会報誌では、本会の活動や決算報告に加え、卒業生の皆様の今に迫るコンテンツや、教職員の皆様からのメッセー
ジなど、本会ならではの視点でまとめた情報をお届けいたします。
引き続き、母校からは広報誌『SSU NEWS』が発行されておりますので、こちらと併せてご愛読いただけると嬉しく思います。

今後としましては、活動を更に活性化させ、皆様方から頂戴した会費を有効に活用させていただく所存です。引き続き、
ご支援を賜りたく、お願い申し上げます。
終わりに、皆様方の御多幸と益々のご活躍、そして母校の更なる発展を祈念して挨拶とさせていただきます。

引越・転勤・婚姻等により、皆様方の住所・氏名・電話番号等の登録情報に変更が生じましたら、
お手数ですが下記の連絡先までお知らせください。

磐田キャンパス同窓会事務局
〒438-0043  静岡県磐田市大原1572-1
（静岡産業大学 磐田事務局 学生支援課内）
TEL ： 0538-36-8809  FAX ： 0538-36-8800
E-mail ： k-gakusei@ssu.ac.jp

磐田キャンパスで
卒業された方

藤枝キャンパスで
卒業された方

藤枝キャンパス同窓会事務局
〒426-8668  静岡県藤枝市駿河台4-1-1
（静岡産業大学 藤枝事務局 学生支援課内）
TEL ： 054-645-1102  FAX ： 054-645-0195
E-mail ： f-kgs@ssu.ac.jp

登 録 情 報 の 変 更 に つ い て

2 0 2 3 年度  決算報告

会 長 挨 拶

会長  大村 智哉
2001年度卒（藤枝1期生）

勘定科目 金額 摘要

収
入

前期繰越金 ¥23,190,965

会費 ¥  9,048,000 12,000円×754人 ※2022年度分含む

受取利息 ¥             282 利息(普通預金 ・ 定期預金)

寄付金 ¥                  -

雑収入 ¥                  -

合計 ¥ 32,239,247

勘定科目 金額 摘要

支
出

業務委託費 ¥  3,746,858 会員名簿メンテナンス ・ 発送作業 他

印刷製本費 ¥     991,980 『SSU NEWS』 ・ 角2封筒 他

会議費 ¥     128,200 評議員懇親会 ・ 評議員懇談会 他 

旅費交通費 ¥       58,520 評議員会 ・ 評議員懇談会 他

消耗品費 ¥       52,400 蒼樹祭出店に伴う支出

支払手数料 ¥       25,040 残高証明書発行手数料 ・ 振込手数料

通信運搬費 ¥            370 レターパックライト

 寄付金 ¥     479,618 自転車通学用ヘルメット購入支援 他

雑費 ¥                  -

合計 ¥  5,482,986

差引残高 ¥26,756,261 次期繰越金
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て実施し、6月22日にはジュビロ磐田の試合を本学マッチデーとして実施しました。今
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継続事業を検討し、スケールメリットを活かした事業にも着手する順調な滑り出しでした。しか
しながら、新型コロナウィルスの影響もあり、その後は満足のいく活動をすることができず、私自
身も悶々とした気持ちを抱いておりました。
設立以来、本会では「会員相互の親睦を図り、母校の発展に貢献する」ことを活動の目的に掲げ
ております。この会員相互の親睦を図る上で、皆様方と本会との絆の証となるものが必要だと
常々考えておりました。そこで、本会設立5周年を機に、会報誌を創刊することといたしました。

会報誌のタイトルは、『SSU&I』です。卒業から幾年もの年月が経過しても、私たちの学歴が変
わるわけではありません。私を含め、皆様方にとりましても、母校で過ごした時間は不変でありま

す。良い思い出も良くない思い出も、楽しかった時間も辛かった時間も、全て皆様方と母校が何かの縁あって出会ったから
こそ創出された時間です。その切っても切り離すことができない関係性を表現したいと思い、『SSU&I』と名付けました。
この会報誌では、本会の活動や決算報告に加え、卒業生の皆様の今に迫るコンテンツや、教職員の皆様からのメッセー
ジなど、本会ならではの視点でまとめた情報をお届けいたします。
引き続き、母校からは広報誌『SSU NEWS』が発行されておりますので、こちらと併せてご愛読いただけると嬉しく思います。

今後としましては、活動を更に活性化させ、皆様方から頂戴した会費を有効に活用させていただく所存です。引き続き、
ご支援を賜りたく、お願い申し上げます。
終わりに、皆様方の御多幸と益々のご活躍、そして母校の更なる発展を祈念して挨拶とさせていただきます。

引越・転勤・婚姻等により、皆様方の住所・氏名・電話番号等の登録情報に変更が生じましたら、
お手数ですが下記の連絡先までお知らせください。

磐田キャンパス同窓会事務局
〒438-0043  静岡県磐田市大原1572-1
（静岡産業大学 磐田事務局 学生支援課内）
TEL ： 0538-36-8809  FAX ： 0538-36-8800
E-mail ： k-gakusei@ssu.ac.jp

磐田キャンパスで
卒業された方

藤枝キャンパスで
卒業された方

藤枝キャンパス同窓会事務局
〒426-8668  静岡県藤枝市駿河台4-1-1
（静岡産業大学 藤枝事務局 学生支援課内）
TEL ： 054-645-1102  FAX ： 054-645-0195
E-mail ： f-kgs@ssu.ac.jp

登 録 情 報 の 変 更 に つ い て

2 0 2 3 年度  決算報告

会 長 挨 拶

会長  大村 智哉
2001年度卒（藤枝1期生）
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C O N T E N T S

あ の 人 は 今

1998年度卒（磐田2期生）
山田 典嗣さん

静岡産業大学から羽ばたいた「あの人の“今”」を紹介します

1999年3月に静岡産業大学の経営学部を卒業した山田典嗣
さんは、磐田キャンパスの2期生です。卒業後は、静岡県磐田市
にある『株式会社大進堂』に入社し、現在勤続26年目を迎えて
います。『株式会社大進堂』は大正元年創業の印刷会社です
が、現在ではWeb関連事業や映像制作なども手がける会社に
なっています。その会社の営業職をされている山田さんは、母
校である静岡産業大学に加えて、磐田市内の飲食店、信用金
庫、商工会議所、そして皆様がよく知る大手企業など、多岐にわ
たる得意先をもっています。また、磐田駅前で行われている軽
トラ市の実行委員としても活動し、地域イベントにも積極的に
関わっています。
山田さんの「ものづくり」への情熱は、学生時代に育まれまし
た。在学中は、大学祭実行委員会の広報としてパンフレットや
ポスターを作成し、スポンサー集めにも取り組んでいました。
現在の仕事で、名刺やパンフレット、ポスター、動画、Webな
ど、クライアントが必要とする情報発信の提案に全力を注げる
のは、この学生時代の貴重な経験があるからです。「情報発信
の基礎を学生時代に学んだことが、現在の職業に大いに役
立っている。」と、山田さんは言います。この仕事を通じて母校
との繋がりを強く感じることも、大きな喜びの1つだそうです。
山田さんに今後の目標を尋ねたら、「今、目の前にあること

を一生懸命やるだけです！」と、シンプルに答えてくれました。
「目標に向かって努力することだけがすべてではない」という
山田さんの言葉には、強い信念が感じられました。「価格だけ
でははかれない価値がありますので、印刷、広告、情報発信の
ことなら、ぜひ大進堂をご利用ください！」と山田さん。その力
強い言葉には、ご自身の仕事に対する誇りと、顧客一人ひとり
に対する深い敬意が感じられます。山田さんの温かい人柄と
地域への愛情が伝わってくるインタビューでした。山田さん、
ありがとうございます。山田さんの、益々のご活躍を心よりお祈
り申し上げます。

2001年度卒（藤枝1期生）
布施  敦さん

2002年3月に静岡産業大学の国際情報学部を卒業した布施
敦さんは、藤枝キャンパスの1期生です。2022年に、静岡県牧之
原市でペット訪問火葬サービスの『ペットメモリアル ドマーニ』
を立ち上げ、現在に至ります。布施さんは、2020年に大動脈解
離という急速に死をもたらす病を患いました。当時はコロナ禍
のため、家族のお見舞いもない静かな病室で、「死」について深
く考えるようになりました。そんな中、偶然にもペット火葬の現
状を知り、「ペットは家族」という考え方が広まっているのにもか
かわらず、法律や設備が追いついていないことに愕然としたと
言います。そこで、ペットとの最後の別れを「より良いもの」にす
ることに貢献したいと思い立ち、移動火葬炉を使用したペット
訪問火葬サービスを始められました。屋号につけた「ドマーニ」
は、イタリア語で「明日」を意味しています。大切なペットを喪っ
た今日よりも、「明日は良い日になりますように」という布施さん
の優しい気持ちが込められています。
布施さんの仕事は、単にペットを火葬する作業ではないと言
います。遺されたご家族様に寄り添い、温かな旅立ちをサポー
トすることでペットとの絆を感じてもらい、「最後のありがとう」
を伝えるお手伝いをすることだと布施さんは考えています。訪
問火葬という業態にしたのも、「大切なペットとの最後の時間
を、ご自宅でゆっくりと過ごせるように」という優しい心遣いから
でした。今後は、ペットの終活に関する理解を深め、「ペットのエ
ンディングノート」を作り、それを広めていくことで、昨今問題視
されているペットロスの軽減やペットとの絆をより深めてもらう
手段として使っていただきたいと考えています。
藤枝キャンパスの1期生として、サークルや部活などを自分た

ちで作り、何事も先駆けにならなければならないという環境で
培ってきたチャレンジ精神と、ペットと飼い主の最後のお別れ
をより良いものにしたいという志で新たな道を切り開く布施さ
んのインタビューでした。布施さん、ありがとうございます。布施
さんの、益々のご活躍を心よりお祈り申し上げます。

https://pm-domani.com/https://taishindo.co.jp/

『株式会社大進堂』は、企画・デザイン・総合印刷・WEBサ
イト・ドローン撮影・映像制作などの様々な方法を駆使し
て、お客さまの「伝える」をお手伝いしています。ご用命の
際は、ぜひ山田さんをご指名ください（笑）

『ペットメモリアル ドマーニ』は、静岡県内全域でペットの
訪問火葬を提供しています。静岡産業大学にご縁のある
方には、ささやかな特典を考えております。是非、お申し
付けください。


